




















































































尿器科・眼科病棟の患者 58 人（H25.4.23 実施）
にアンケート調査を行った。アンケート回収
率は 69％　普段の喫食率 10 割〜 8割摂取して
いる 20％、7 割〜 5 割摂取している 10％に対
してバイキングでは、普段より多く食べられ
た22％、普段と同じ7％であった。患者より『外
食にいったような雰囲気で、メニューを選ぶ
楽しさもあり、元気をもらいました』などの
好評を得た。
結　語
　調理師は患者と接する機会が少ないが、バ
イキングを通して用意する側、食べる側の顔
が直接見える良い機会となっている。また食
事に対しての評価を聞くこともできより良い
食事提供への調理技術向上へ繋がっている。
